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入込総数 4047．3 8807．9 748．8
内道外客 1582．2 2699．4 23．7
内道内客 2465．1 6108．5 725．1
内日帰客 3652．4 5484．5 747
内宿泊客 394．9 3323．4 1．8

































Ⅳ．お わ り に
小稿では，中学校・高等学校における総合学習におけ
る観光戦略計画を題材とした単元構想を開発した。
以下では，単元構想の新規性や有効性を示しつつ，今
後の課題を述べる。
新規性は，地理学習の成果を具体的に総合学習で教材
活用できる構想を示した点である。また，中学校以上の
地理学習において，身近な地域の調査は，低調であっ
た。加え，これまでは，教科学習と総合学習の接続・連
携は，強調されてきたものの，やや具体性に乏しかっ
た。これまで，例示のあった環境，国際理解，情報，健
康・福祉をテーマとする学習活動が，多く実践されてき
たが，どの教科学習の内容が活かされているのか，あま
り表面化されていなかった。何となく，多様な教科学習
の成果が活かさせているのだろうといった程度にすぎな
かった。その点の払拭に，今回の単元構想は，役立った
ものと考えられる。
有効性は，身近な地域の観光実態を認識させた上で，
他地域との関係性を模索しながら，具体的な観光戦略計
画を提案した点にある。すなわち，地域間比較すること
で，なぜ，観光客の入り込み数が，江別は少ないのか浮
き彫りとし，その解決策を探る方向性を明確にした。そ
の上で，他地域（札幌・小樽）を訪れる観光客を江別
へ，どのように誘引できるのか着目させた。また，その
実現に向け，観光資源の関係性に手がかりがありそうな
ことを示唆した。
今後の課題として，もっと詳細な部分まで踏み込み，
観光戦略を考えさせる必要性がある。実際の観光客の選
択判断には，旅行費用，旅程などといった他の要素も欠
かせない。こうした点を含め考えることで，観光戦略の
現実性が高まり，探究的な学習活動の有用性が増すもの
と考えられる。
付記
小稿の内容は，2017年度北海道地理学会春季学術大会
（於 北海学園大学）において口頭発表した。
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